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部
落
解
放
研
究
所
高
校
奨
学
生
部
会
（
一
九
八
一
年
ま
で
は
中
学

高
校
部
会
と
称
す
）
は
、
大
阪
府
立
高
等
学
校
同
和
教
育
研
究
会

（
以
下
、
府
高
同
研
）
事
務
局
の
協
力
を
得
て
、
府
立
高
校
一
年
生

に
つ
い
て
の
部
落
問
題
意
識
調
査
を
行
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
、

一
九
八
○
年
、
八
一
年
と
府
高
同
研
が
実
施
し
た
「
高
校
生
の
部
落

問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
踏
襲
し
、
補
完
す
る
も
の
で
、
調
査

項
目
も
昨
年
の
府
高
同
研
の
実
施
し
た
調
査
と
同
一
の
も
の
で
あ

①
 

ろ
。調
査
は
、
一
九
八
二
年
六
月
に
、
大
阪
府
下
の
一
九
の
府
立
高
校

徒
に
即
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
立
案
実
施
す
る
の
も
そ
の
主
体
性
、
独

自
性
の
も
つ
意
義
は
深
い
の
で
あ
る
が
、
各
校
の
調
査
様
式
等
の
間

に
統
一
性
が
保
た
れ
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
の
分
析
・
課
題
の
検
索

等
に
も
限
界
が
あ
る
。
府
高
同
研
が
こ
の
調
査
を
企
画
し
た
理
由
の

第
一
は
、
各
高
校
現
場
が
同
和
教
育
の
自
校
の
課
題
を
検
出
し
や
く

す
す
る
た
め
に
比
較
の
で
き
る
一
般
的
な
基
準
を
提
示
す
る
事
に
あ

り
、
い
う
な
れ
ば
、
、
各
高
校
現
場
が
自
分
の
学
校
の
生
徒
の
意
識

実
態
を
、
府
下
の
高
校
生
全
般
の
意
識
状
況
と
の
比
較
に
お
い
て
把

握
し
、
高
校
に
お
け
る
同
和
教
育
推
進
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
対
策
を
練
る
手
が
か
り
を
求
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
一
つ
の
府
県
域
体
の
高
校
の
部
落
問
題
意
識
実
態
調
査
が
三

年
間
に
も
わ
た
っ
て
継
続
的
に
行
な
わ
れ
た
の
は
、
他
に
例
の
な
い

事
で
あ
る
の
で
、
比
較
の
基
準
は
府
下
の
高
校
に
対
し
て
だ
け
に
限

ら
ず
、
他
府
県
の
部
落
解
放
教
育
研
究
の
た
め
に
も
役
立
つ
と
思
わ

＠
 

れ
ろ
。

部
落
に
関
す
る
正
し
い
認
識
の
獲
得
と
い
う
こ
と
差
別
を
許
さ

ず
、
差
別
に
対
し
て
怒
り
を
も
つ
感
性
を
養
う
こ
と
と
を
い
か
に
統

一
的
に
と
り
く
む
か
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う

調
査
方
法
の
も
つ
限
界
を
感
じ
な
が
ら
、
①
部
落
の
起
源
に
つ
い
て

正
し
い
認
識
は
い
か
に
し
て
獲
得
さ
れ
る
か
、
⑤
「
何
と
か
し
な
け

れ
ば
と
思
う
」
あ
る
い
は
「
部
落
問
題
を
よ
く
学
習
し
て
将
来
は
こ

の
問
題
に
と
り
く
み
た
い
」
と
感
じ
る
生
徒
を
育
て
る
ア
プ
ロ
ー

一
、
は
じ
め
に

高
校
生
の
意
識
実
態
と
解
放
教
育
の
課
題

’
九
八
一
一
年
度
大
阪
府
立
高
校
一
年
生
部
落
問
題
意
識
実
態
調
査
の
分
析
ｉ
ｌ

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
新
一
年
生
の
－
１
三
学
級
を
抽
出
し
て
調
査
し
、

そ
の
標
本
回
答
（
一
、
四
一
三
名
）
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
し

た
。
な
お
調
査
標
本
の
分
布
が
府
立
高
校
全
体
の
分
布
を
反
映
し
た

も
の
に
す
る
た
め
、
実
業
課
程
や
定
時
制
課
程
の
高
校
も
そ
の
中
に

②
 

組
み
入
れ
て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
な
高
校
生
を
対
象
と
す
る
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
実

態
の
調
査
は
、
従
来
は
主
に
学
校
単
位
で
行
わ
れ
て
来
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
に
於
け
る
部
落
解
放
の
激
管
の
課
題
を
発
見
し
た

り
、
方
策
を
策
定
す
る
の
に
役
立
っ
て
来
た
。
自
校
の
解
放
教
育
推

進
の
た
め
の
第
一
着
手
と
し
て
、
ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

と
い
う
手
順
は
、
か
な
り
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
ろ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、
生
徒
を
身
近
か
に
知
る
教
師
が
、
そ
の
生

チ
の
方
法
は
何
か
、
Ｏ
そ
の
他
、
同
和
教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
解

明
、
の
以
上
の
点
を
今
回
の
調
査
分
析
の
目
標
と
し
て
設
定
し
た
。

八
二
年
調
査
の
集
計
は
、
ま
ず
各
調
査
項
目
毎
の
第
一
次
集
計
を

求
め
、
過
去
二
回
の
調
査
デ
ー
タ
ー
と
の
比
較
を
試
み
た
。
（
文
末
資

料
を
参
照
）
前
回
の
調
査
の
分
析
は
紀
要
「
部
落
解
放
研
究
」
二
四

号
、
二
九
号
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
結
果
で

も
前
回
と
同
様
の
結
果
を
示
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
調
査
の
安
定

性
を
示
し
て
い
る
。
以
下
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
み
報
告
す
る
。

⑦
は
じ
め
て
「
部
落
」
を
知
っ
た
時
期
（
質
問
１
）

妬
％
（
加
年
肥
％
、
皿
年
Ｗ
％
）
の
生
徒
が
高
校
入
学
前
に
知
っ

て
お
り
、
大
半
は
「
小
学
校
高
学
年
の
頃
」
と
答
え
て
い
ろ
。

（
肋
年
蛇
％
、
田
年
始
％
、
別
年
娼
％
）

①
部
落
の
存
在
を
だ
れ
か
ら
知
っ
た
か
と
い
う
情
報
源
（
質
問
２
）

部
落
の
存
在
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
「
先
生
」
か
ら
と
答
え
た

生
徒
が
、
別
％
（
帥
年
弱
％
、
肛
年
研
％
）
で
あ
り
、
成
人
の
意
識

部
落
の
初
期
認
識
に
つ
い
て

二
、
第
一
次
集
計
（
単
純
集
計
）
の
結
果

研
究
所
高
校
奨
学
生
部
会

！ 
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④
中
学
校
で
の
人
権
問
題
全
般
の
学
習
量
（
質
問
９
）

⑥
同
和
教
育
の
学
習
量
（
質
問
７
）
、
解
放
教
育
読
本
「
に
ん
げ

ん
」
の
使
用
状
況
。

中
学
校
で
部
落
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
に
関
す
る
学
習
（
授
業
）

は
、
学
期
に
一
、
｜
｜
回
（
年
一
一
一
’
五
回
）
と
答
え
た
も
の
が
半
数
を

占
め
（
躯
年
始
％
・
皿
年
卿
％
）
、
月
一
回
以
上
が
苑
（
配
年
詑
％

。
Ⅲ
年
詔
％
）
で
あ
る
。
一
方
、
ぜ
ん
ぜ
ん
習
わ
な
か
っ
た
と
答
え

た
生
徒
は
、
躯
年
加
％
、
Ⅲ
年
四
％
と
な
っ
て
い
ろ
。

又
、
一
九
七
○
年
よ
り
大
阪
府
下
一
斉
に
小
・
中
学
校
で
無
償
配

布
さ
れ
て
い
る
解
放
教
育
読
本
「
に
ん
げ
ん
」
の
使
用
状
況
で
は
、

「
｜
、
二
回
使
っ
た
」
と
答
え
た
も
の
が
一
番
多
く
（
配
年
必
％
・

肛
年
妬
％
）
、
「
よ
く
使
っ
た
」
と
回
答
し
た
も
の
は
弘
程
度
（
加

年
妬
％
・
皿
年
朗
％
）
に
と
ど
ま
り
、
「
配
ら
れ
た
だ
け
」
、
「
そ

ん
な
本
は
知
ら
な
い
」
の
合
計
（
皿
年
羽
％
・
皿
年
Ⅲ
％
）
を
下
ま

わ
っ
た
。

同
和
教
育
の
学
習
量
と
部
落
問
題
、
人
権
問
題
に
関
す
る
知
識
量

に
は
相
関
関
係
が
あ
り
、
同
和
教
育
の
量
の
増
大
に
よ
っ
て
知
識
も

増
す
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
が
、
「
破
戒
」
な
ど
の
文
芸
作
品
で
は

必
ず
し
も
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
。

調
査
で
高
い
比
率
を
示
す
「
父
、
母
、
そ
の
他
の
家
族
」
は
８
％

（
帥
年
Ⅲ
％
へ
肛
年
８
％
）
で
あ
り
、
大
き
な
ち
が
い
を
見
せ
て
い

ろ
。
小
、
中
学
校
で
の
解
放
教
育
の
量
的
広
が
り
を
実
証
し
て
い

る
。

⑰
そ
の
時
の
印
象
（
初
期
印
象
）
（
質
問
３
）

初
期
印
象
は
、
加
年
の
デ
ー
タ
ー
と
皿
年
・
駆
年
の
デ
ー
タ
ー
に

差
が
あ
る
。
囮
年
・
皿
年
で
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
が
ト
ッ

プ
（
皿
年
妬
％
・
皿
年
仙
％
）
で
、
続
い
て
「
気
の
毒
だ
と
思
っ

た
」
（
皿
年
泌
％
・
肛
年
〃
％
）
・
「
腹
が
立
っ
た
」
・
「
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
続
く
が
、
皿
年
調
査
結
果
で
は
、
①
「
気
の
毒

だ
と
思
っ
た
」
（
弱
％
）
。
②
「
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
た
」

（
別
％
）
。
③
「
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
（
Ⅳ
％
）
の
順
と
な
っ
て

い
ろ
。こ
れ
は
、
５
年
以
上
も
前
の
初
期
印
象
を
聞
い
て
い
る
た
め
、
お

ぼ
ろ
げ
な
記
憶
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
面
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考

え
合
わ
せ
ろ
と
、
設
問
の
是
非
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

識
量
は
少
な
い
。

⑦
部
落
の
起
源
に
つ
い
て
の
知
識
（
質
問
５
）

政
治
的
起
源
説
（
封
建
時
に
幕
府
代
や
藩
が
民
衆
を
支
配
す
る
つ

部
落
問
題
の
知
識
量
と
同
和
教
育
学
習
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
で
う
け
た
同
和
教
育
に
対
し
て
の
肯
定
的
感
想
（
「
も

っ
と
学
び
た
か
っ
た
」
と
「
授
業
を
う
け
て
よ
か
っ
た
」
）
が
弱
％

（
Ⅲ
年
羽
％
）
、
否
定
的
感
想
（
「
反
感
を
も
っ
た
」
と
「
や
り
す

ぎ
と
思
っ
た
」
）
は
Ⅲ
％
（
皿
年
四
％
）
、
「
む
ず
か
し
く
て
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
や
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
し
た
回
答
が
羽
％

（
皿
年
町
彩
）
と
な
っ
て
い
ろ
。

次
に
高
校
の
「
同
和
教
育
」
に
つ
い
て
の
要
望
で
は
、
「
も
っ
と

理
論
的
に
く
わ
し
く
学
び
た
い
」
が
記
％
（
肛
年
弱
％
）
で
ト
ッ
プ

で
、
そ
の
中
で
も
「
部
落
の
今
の
実
態
」
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
の

希
望
が
強
い
。
次
に
「
部
落
問
題
以
外
の
人
権
問
題
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
」
が
釦
％
（
Ⅲ
年
刈
％
）
、
「
進
学
や
就
職
の
方
が
大
切
だ
か

ら
教
科
の
学
習
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
や
「
い
っ
さ
い
や
っ
て
ほ

ご
う
で
作
っ
た
）
を
正
し
い
と
答
え
た
生
徒
が
弱
％
（
皿
年
“
％
・

加
年
印
％
）
、
そ
の
他
の
起
源
説
が
鯛
％
（
皿
年
茄
％
、
加
年
妬

％
）
と
な
っ
て
い
ろ
。
中
で
も
職
業
起
源
説
（
み
ん
な
の
い
や
が
る

仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
人
達
が
集
ま
っ
て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
）

を
正
し
い
と
す
る
も
の
が
皿
％
（
皿
年
加
％
・
別
月
巧
％
）
、
渡
来

人
起
源
説
（
昔
、
外
国
か
ら
わ
が
国
へ
や
っ
て
き
た
人
達
の
子
孫
）

の
も
の
が
７
％
（
皿
年
７
％
・
加
年
妬
％
）
と
高
率
を
占
め
て
い
ろ
。

こ
の
よ
う
に
高
校
生
の
正
答
率
は
、
成
人
の
２
倍
ま
で
向
上
し
て

い
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
何
よ
り
も
小
。
中
学
校
の

同
和
教
育
の
成
果
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
そ
の
効
果
が
こ
の
程
度
に

し
か
達
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
見
方
も
で
き
ろ
。

試
算
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
だ
が
、
こ
の
部
落
起
源
に
つ

い
て
の
正
答
率
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
学
校
差
」
と
の
相
関
が
あ
り
、

部
落
の
初
期
情
報
を
教
師
か
ら
得
た
率
の
高
低
に
対
し
て
は
相
関
が

な
い
。
部
落
問
題
の
知
識
を
確
実
に
教
え
る
に
も
、
そ
れ
を
受
け
ろ

生
徒
に
確
か
な
学
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
。

「
原
爆
・
平
和
」
、
「
憲
法
と
基
本
的
人
権
」
の
テ
ー
マ
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
「
学
習
し

た
」
と
答
え
た
の
は
、
全
体
の
六
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ろ
。

部
落
問
題
や
他
の
差
別
問
題
に
つ
い
て
は
、
生
徒
問
に
高
校
入
学
前

の
学
習
歴
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
部
落
を
校
区
に
含
む
学
校
と
含
ま
な
い
学
校
で
は
、
差
別
問
題

に
つ
い
て
の
学
習
量
の
差
が
大
き
い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
か
ら
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
結
果
も
同
様
の
事
実
を
示
し
て
い
ろ
。

④
生
徒
た
ち
の
同
和
教
育
に
つ
い
て
の
意
見
（
質
問
、
。
、
）

①
部
落
問
題
に
関
す
る
知
識
（
質
問
６
）

歴
史
に
関
す
る
知
識
（
渋
染
一
摸
、
解
傲
令
、
全
国
水
平
社
）
と

狭
山
事
件
に
つ
い
て
は
、
知
っ
て
い
る
生
徒
が
多
い
。
又
、
文
芸
作

品
で
は
、
「
破
戒
」
を
知
っ
て
い
る
率
も
高
い
。
一
方
、
同
対
審
答

申
や
松
本
治
一
郎
な
ど
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
や
現
代
に
関
わ
る
知



印
し
く
な
い
」
と
い
う
反
発
型
が
坊
％
（
Ⅲ
年
茄
％
）
と
な
っ
て
い
ろ
。
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（表１） 部
落
差
別
問
題
と
自
己
と
の
関
わ
り
を
聞
い
た
質
問
、
へ
の
回
答

は
、
「
わ
か
ら
な
い
」
犯
％
（
別
年
拓
％
）
、
「
差
別
を
な
く
す
．
万

に
力
を
入
れ
ろ
」
別
％
（
皿
年
妬
％
）
、
「
部
落
出
身
者
で
な
い
こ

と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
」
ｎ
％
（
皿
年
皿
％
）
、
「
別
の
土
地
へ
行

く
な
ど
す
る
」
５
％
（
肛
年
３
％
）
で
あ
る
。

又
、
部
落
解
放
の
展
望
（
質
問
Ⅲ
）
に
つ
い
て
は
、
差
別
反
対
の

闘
い
偲
％
（
Ⅲ
年
如
％
・
加
年
路
％
）
、
環
境
改
善
路
％
（
皿
年
羽

％
・
帥
年
〃
％
）
、
学
校
教
育
別
％
（
Ⅲ
年
町
％
・
加
年
別
％
）
、

大
人
た
ち
の
再
教
育
ｎ
％
（
皿
年
泌
％
・
帥
年
蝿
％
）
が
高
率
を
示

し
、
「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
な
く
な
る
」
・
「
部
落
分
散

論
」
が
あ
わ
せ
て
Ⅲ
％
（
Ⅲ
年
釦
％
・
帥
年
皿
％
）
、
「
何
を
や
っ

て
も
無
駄
」
・
「
部
落
の
人
が
ま
わ
り
か
ら
き
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
否
定
的
意
見
が
過
％
（
皿
年
珀
％
・

帥
年
ｎ
％
）
と
な
っ
て
い
ろ
。

部
落
の
起
源
の
正
答
率
の
高
さ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
落
問

題
、
人
権
問
題
の
知
識
が
豊
富
に
な
り
「
差
別
は
い
け
な
い
」
と
い

う
タ
テ
マ
ェ
は
浸
透
し
た
が
、
自
分
自
身
の
課
題
に
す
る
と
い
う
「
ホ

ン
ネ
」
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
な
い
現
状
が
う
か
が
い
知
れ
ろ
。

㈲
、
部
落
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
に
最
初
に
教
え
た
「
情
報
源
」
の
種

類
に
よ
っ
て
、
知
識
の
正
確
さ
に
差
が
あ
る
か
ど
う
か
（
質
問
②

と
⑤
の
ク
ロ
ス
）

表
１
は
、
誰
が
最
初
に
部
落
に
つ
い
て
教
え
た
か
に
よ
っ
て
、
部

と
差
別
に
直
面
し
た
時
の
態
度
（
質
問
、
）
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
な

っ
た
。

次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
項
目
の
特
定
の
選
択
技
に
対
し
て
同
一

の
回
答
を
し
た
者
に
つ
い
て
、
他
の
質
問
に
対
し
て
は
ど
ん
な
応
答

を
す
る
か
を
．
調
べ
た
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
を
み
て
み
ろ
。
（
質
問

項
目
は
文
末
資
料
を
参
照
の
こ
と
）

部
落
解
放
の
展
望
と
自
分
自
身
の
関
わ
り
に
つ
い
て

部
落
の
起
源
の
正
答
に
関
し
て

u泉局兄１４４１上

l県冒兒Ｉ］［

い
て
教
え
た
か
に
よ
っ
て
、
部

落
の
起
源
に
つ
い
て
の
生
徒
の

理
解
に
差
が
あ
る
か
ど
う
か
を

調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
中

の
「
私
人
」
と
は
、
情
報
源
が
、

父
、
母
、
そ
の
他
の
家
族
、
近

所
の
人
、
友
人
で
あ
る
者
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

私
的
情
報
源
（
私
人
）
か
ら

は
、
部
落
の
起
源
に
つ
い
て
正

な
お
、
質
問
田
に
対
す
る
回
答
は
、
大
阪
市
の
成
人
意
識
調
査
の

結
果
と
比
べ
て
、
大
き
な
差
異
を
示
し
て
い
ろ
。
（
文
末
資
料
参
照
）

部
落
問
題
以
外
の
差
別
問
題
に
関
し
て
は
、
障
害
者
問
題
、
在
日

朝
鮮
人
問
題
、
民
族
問
題
に
つ
づ
き
学
歴
に
よ
る
差
別
が
上
位
に
き

て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
進
学
受
験
競
争
の
中
で
あ
え
ぐ
生
徒
た
ち

の
姿
の
一
面
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

昨
年
の
調
査
分
析
で
は
、
部
落
の
初
期
認
識
を
め
ぐ
る
諸
問
題

（
質
問
１
．
２
．
３
．
４
の
ク
ロ
ス
）
、
同
和
教
育
量
を
め
ぐ
る
諸

問
題
（
質
問
５
．
６
．
７
．
８
．
９
．
ｍ
．
、
の
ク
ロ
ス
）
、
部
落

の
現
在
認
識
と
部
落
解
放
の
展
望
（
質
問
４
と
、
。
Ｅ
の
ク
ロ
ス
）

④
 

に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
な
っ
た
。

従
っ
て
本
年
度
の
第
二
次
集
計
と
分
析
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を

ふ
ま
え
、
昨
年
で
き
な
か
っ
た
項
目
の
ク
ロ
ス
集
計
を
重
視
し
、
部

落
の
起
源
（
質
問
５
）
と
情
報
源
（
質
問
２
）
・
初
期
印
象
（
質
問

３
）
、
次
に
部
落
の
現
在
認
識
（
質
問
４
）
と
情
報
源
（
質
問
２
）

７
 

・
初
期
印
象
（
質
問
３
）
・
部
落
の
起
源
の
回
答
（
質
問
５
）
・
同
和

教
育
量
（
質
問
６
．
８
．
９
）
、
さ
ら
に
は
、
同
和
教
育
量
（
質
問

７
）
と
学
校
へ
の
要
望
（
質
問
ｕ
）
の
ク
ロ
ス
、
知
識
量
（
質
問
６
）

(図１）

川
、
解
放
教
育
読
本
「
に
ん
げ
ん
」
の
使
用
量
と
の
相
関
に
つ
い
て

（
質
問
⑤
と
⑧
の
ク
ロ
ス
）

次
に
、
読
本
「
に
ん
げ
ん
」
の
使
用
量
と
の
相
関
を
見
て
見
よ
う
。

図
１
で
用
い
て
い
ろ
「
に
ん
げ
ん
」
の
使
用
量
の
数
字
は
、
質
問
⑧

に
対
す
る
回
答
の
番
号
で
あ
る
。

し
く
理
解
し
て
い
る
者
（
政
治
起
源
説
）
は
、
４
％
で
半
数
に
も
達

し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
学
校
の
先
生
か
ら
学
ん
だ
生
徒
は

舵
％
が
正
し
く
理
解
し
て
い
る
。

学
校
教
育
で
知
ら
さ
れ
た
者
の
う
ち
詔
％
の
生
徒
が
正
し
く
理
解

し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
は
残
る
に
し
て
も
、
表
１
は
、
学
校
で
の

同
和
教
育
の
必
要
性
、
有
効
性
を
示
し
て
い
ろ
。

回
答

三
、
第
二
次
集
計
（
ク
ロ
ス
集
計
）
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と

〆凹

７０ 

５０ 

５０ 

４０ 

〕０

部
落
の
起
源
の
正
答
率

１
、
そ
ん
な
本
は
知
ら
な
い

３
、
’
’
二
回
使
っ
た'１ 

１２３４ 

戸にんげんの使肩量 ２
、
配
ら
れ
た
だ
け

４
、
よ
く
使
っ
た図
１
か
ら
解
る

こ
と
は
、
「
に
ん

げ
ん
」
の
使
用
回

数
が
一
局
ま
る
に
つ

れ
て
、
部
落
の
起

源
の
正
答
率
も
高

ま
る
（
訂
％
↓
船

％
）
と
い
う
こ
と

口
一

『
！



6２ ６３高校生の意識実態と解放教育の課題
で
あ
る
。
部
落
問
題
の
正
し
い
理
解
を
得
る
た
め
の
教
材
と
し
て
、

読
本
「
に
ん
げ
ん
」
を
活
用
し
た
実
践
の
重
要
性
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の

分
析
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
と
言
え
ろ
。

㈲
、
知
識
項
目
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
質
問
⑥
と
②
の
ク
ロ
ス
）

(表２）

の
間
に
、
部
落
の
起
源
の
正
答
率
の
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

て
み
た
。
そ
れ
が
図
２
で
あ
る
。
全
国
水
平
社
に
つ
い
て
は
、
Ａ
（

知
ら
な
い
者
）
は
帥
％
で
あ
り
、
Ｂ
（
知
っ
て
い
る
者
）
は
側
％
で

あ
る
。
西
光
万
吉
や
松
本
治
一
郎
な
ど
は
、
知
っ
て
い
る
者
が
少
数

な
の
で
、
偶
然
の
誤
差
の
影
響
が
大
き
く
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

手
法
は
採
用
で
き
な
い
。

図
２
で
は
、
Ｂ
と
Ａ
の
差
に
注
目
し
て
欲
し
い
。
例
え
ば
、
（
ｄ
）
全

(表３）

目
、
学
習
項
目
と
の
関
連
性
（
質
問
⑤
と
⑥
の
ク
ロ
ス
）

表
３
は
、
質
問
⑨
へ
の
回
答
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
一

部
落
の
実
態
・
歴
史
、
（
ｂ
）
憲
法
・
人
権
、
（
ｃ
）
嫁

つ
の
参
考
に
し
て
欲
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
純
に
、
題
材
と
し

て
、
解
放
令
や
全
国
水
平
社
を
選
べ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
大
切
な
の
は
教
師
の
気
迫
で
あ
り
情
熱
で
あ
る
の

は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

％ 答質問｜回

Ｉ 
質 ％ 答問 回

１.破戒

２．橋のない川

３.渋染一摸

４.解放令

５.全国水平社

６.西光万吉

７.松本治一郎

８.同対審答申

９.狭山事件

10.地名総鑑

右のことがらや

人物について知

っているものが

あったら○で囲

みなさい。

羽
、
加
必
側
３
１
２
９
４
３
１
 

右のことがらの

うち、中学校で

学習したものが

あったら、○で

囲みなさい。

Ｌ部落実態・歴史

2.原爆・平和

3.憲法と基本的人権

4.部落解放運動の成果

5.狭山事件

6.在日朝鮮人問題

7.障害者差別

8.国際人権規約

9.地元集中受験

羽
佃
塊
釦
皿
弘
別
Ⅲ
、

そ
の
中
か
ら
、
（
ａ
）

（
ｃ
）
解
放
運
動
を

と
り
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
、
先

程
と
同
じ
よ
う
に
、
Ａ

（
習
っ
て
な
い
者
）
Ｂ

（
習
っ
て
い
る
者
）
の

問
に
、
部
落
の
起
源
正

答
率
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
差
異
が
あ
る
か

を
調
べ
た
。
そ
の
結
果

を
表
わ
し
た
も
の
が
図

３
で
あ
る
。

（
ｃ
）
解
放
運
動
で

は
、
Ａ
（
習
っ
て
な
い

者
）
の
中
で
の
正
答
率

表
２
は
質
問
⑥

へ
の
回
答
の
状
況

で
あ
る
が
、
次
に

（
ａ
）
破
戒
、
（
ｂ
）

橋
の
な
い
川
、

（
Ｃ
）
解
放
令
、

（
ｄ
）
全
国
水
平

社
の
各
項
目
ご
と

に
つ
い
て
、
Ａ
（

知
ら
な
い
者
）
Ｂ

（
知
っ
て
い
る
者
）

国
水
平
社
に
つ
い
て
、
Ａ
（
知
ら
な
い
者
）
の
問
で
の
正
答
率
は
妬
％

に
す
ぎ
な
い
の
に
、
Ｂ
（
知
っ
て
い
る
者
）
の
中
で
は
、
的
％
と
高
い

正
答
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
（
ａ
）
破
戒
や
、
（
ｂ
）

橋
の
な
い
川
、
で
は
、
Ｂ
と
Ａ
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
え
ろ
。

(図２）

７
』
％
わ

０
 

０
 

６
 

←
、

図
部
落
の
起
源
の
正
竺
ご
率

〃
し

「
破
戒
」
や
「
橋
の
な
い
川
」
が
文
学
作
品
疵
づ
ぴ
そ
の
映
画
化
で

あ
り
、
解
放
令
や
全
国
水
平
社
が
歴
史
的
事
実
で
あ
る
違
い
は
あ
る

に
せ
よ
、
こ
の
「
Ｂ
と
Ａ
の
差
」
の
違
い
は
、
無
視
で
き
な
い
。

高
校
の
同
和
教
育
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
も
当
然
限
ら

れ
て
く
る
。
図
２
が
示
し
て
い
る
こ
と
を
、
題
材
を
選
ぶ
際
の
ひ
と

剛
％
加

６
．
 

０
 

５
 

０
 

〆
し

部
落
の
起
源
の
正
答
率

は
田
％
で
、
他
方
、
Ｂ
（
習
っ
て
い
る
者
）
の
そ
れ
は
的
％
で
あ
る
。

Ｂ
と
Ａ
の
差
を
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
る
と
、
（
ａ
）
部
落
の
歴
史

・
実
態
と
（
ｃ
）
解
放
運
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。

（
ｂ
）
憲
法
・
人
権
に
つ
い
て
は
、
有
意
差
は
な
い
と
言
え
ろ
。

予
想
で
き
た
結
果
で
あ
る
が
、
部
落
問
題
の
正
し
い
知
識
を
得
る

た
め
に
は
、
憲
法
や
人
権
の
一
般
論
を
学
ぶ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、
具
体
的
に
、
部
落
の
実
態
・
歴
史
や
解
放
運
動
を
も
学
ぶ
こ
と

が
大
切
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
述
の
質
問
⑩
に
対
す
る
回
答
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

） 部
落
問
題
に
つ
い
て
の
現
在
の
感
想

部
落
問
題
に
つ
い
て
の
現
在
の
感
想
（
質
問
④
）
に
つ
い
て
の
調

li1liilMii ilMi 
｢ＷｌＴＷｌＷＴＷ－ 、■■ＮNｐ

Ｂ
 

Ａ
ｏ
解
放
運
動

８
，
部
落
の

Ａ
歴
宗
実
能
》

Ｂ
 

Ａ
⑥
重
量
・
人
権

８
 

Ａ
◎
全
国
水
平
社

８
 

Ａ
◎
解
放
ヘ
マ

Ｂ
 

Ａ
⑤
橋
の
な
い
川

ＡＢ 

、
破

戒
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㈲
、
同
和
教
育
「
量
」
と
の
関
係
（
質
問
④
と
⑦
の
ク
ロ
ス
）

部
落
問
題
に
つ
い
て
の
現
在
の
感
想
が
、
同
和
教
育
の
時
間
の
長

短
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
こ
こ
で
調
査
・
分
析
し
て
み

よ
う
。「
同
和
教
育
や
り
す
ぎ
論
」
が
一
部
に
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
に

4） 

図
－
－
－
１
’
－
１
’
１
‐
‐
Ｉ
「
「
Ｉ
：
…
う
ぐ
１
’
１
と
！
７
日

く
①
②
の
態
度
」
と
「
部
落
問
題
に
対
す
る
現
在

の
感
想
」
と
の
差
、
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ス
集
計
に
お
け
る
，
も
う
一
方

の
質
問
項
［
曰
の
差
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ろ
。

(表４）

査
結
果
は
、
表
４
の
通
り
で
あ
る
。
「
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
者
が
全
体
の
皿
％
も
い
た
。

こ
の
後
の
分
析
の
た
め
に
、
回
答
を
三
通
り
の
型
に
ま
と
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
冷
淡
型
、
積
極
型
、
不
明
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
す

る
と
積
極
型
は
全
体
の
鯛
％
、
不
明
型
訂
％
、
冷
淡
型
ｕ
％
と
な

る
。解
放
教
育
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
は
、
積
極
型
で
あ
り
、
積
極
型

の
全
体
に
占
め
る
割
合
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
す
れ

積*垂
質問Ｉ回答」％Ｉ型｜％

６
６
１
 55／ 3斗

1.自分には関係ない

ことだと思う

④今ではど

う思ってい

ますか

５ 

冷淡 1４ 

2.気の毒だがし方が

ないと思う

評
積
極
型
は
蛸
％
と
減
っ
て
い
ろ
。

こ
こ
で
は
、
正
し
い
知
識
は
、
望
ま
し

緒
い
感
想
（
感
性
）
と
弱
い
な
が
ら
も
正
の

鰍
相
関
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

礎
な
お
、
こ
と
わ
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る

地
こ
と
だ
が
、
昨
年
度
、
府
高
同
研
で
、
「
差
別

輻
②
に
直
面
し
た
時
の
態
度
」
と
蜀
識
の
正
確

さ
」
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
調
べ
て
み
た
こ

禧
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
政
治
起
源
説

兇驍
の
者
と
他
の
説
の
者
と
の
間
に
は
「
差
別

尼罐凱順萠肌加鵡川塘砿」において有意
①
こ
の
こ
と
は
、
「
差
別
に
直
面
し
た
時

９ 

3.何とかしなければ

と思う
4６ 

積極 4９ 

4.よく学習して将来

は取りくみたい
３ 

5.まだよくわからな

い
3１ 

不明 3７ 

'６.その他
６ 

(表６）

く
な
っ
て
い
ろ
。
ぜ
ん
ぜ
ん
習
わ
な
か
っ
た
者
の
間
で
は
、
積
極
型

は
鍋
％
で
あ
る
の
に
、
週
に
一
回
か
そ
れ
以
上
の
生
徒
群
で
は
、
田

％
に
も
な
っ
て
い
る
。
「
ま
た
同
和
教
育
か
」
と
い
う
生
徒
の
反
感

は
、
昨
年
の
分
析
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
や
り
す
ぎ
」
と
い
う
量
の

問
題
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
に
深
く
か
か
わ
る
質
の
問
題
で
あ
り
、

授
業
内
容
が
よ
け
れ
ば
量
が
ふ
え
る
ほ
ど
効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

関
心
が
あ
る
人
は
多
い
よ
う
に
思
う
。

(表５）

い
、
生
徒
達
が
最
初
に
知
っ
た
と
き
の
「
情
報
源
」
に
よ
っ
て
、
ど

ん
な
差
が
あ
る
か
（
質
問
②
と
④
の
ク
ロ
ス
）

ば
積
極
型
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
次
に
分
析
し
て
み
た
い
。

川
、
部
落
の
起
源
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
の
関
連
（
質
問
④
と

⑥
の
ク
ロ
ス
）

こ
こ
で
は
、
正
し
い
知
識
と
現
在
の
感
想
と
の
関
連
を
図
４
で
見

て
み
よ
う
。

政
治
起
源
説
の
者
の
中
で
は
、
冷
淡
型
は
ｎ
％
、
積
極
型
は
弱
％
、

不
明
型
は
弘
％
で
あ
る
。
他
方
、
そ
れ
以
外
の
起
源
説
の
者
の
問
で

は
、
冷
淡
型
、
不
明
型
は
そ
れ
ぞ
れ
焔
％
、
似
％
と
増
え
て
お
り
、

青
の
大
切
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ろ
。

三!§ii雪
答｜％質問｜回

私人｜先生

中学時代の三

年間平均して

どれ位習った

か

1.ぜんぜん習わなかった

2.年に３～５回習った

3.1ケ月に１回ぐらい

4.週に１回あるいはそれ以
上

０
６
６
６
 

２
４
１
１
 

今
で
は
ど
う

思
っ
て
い
る
か

冷淡 1８ 1０ 

積極

必
一
認

5５ 

図
５
で
用
い
て
い
る
同
和
教
育
の
量
の

数
字
は
、
表
６
の
回
答
の
欄
の
番
号
で
あ

る
。
図
５
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
校

に
お
け
る
同
和
教
育
の
量
が
増
え
る
に
伴

な
っ
て
、
積
極
型
の
占
め
る
割
合
も
大
き

不明(図５） 3５ 

表
５
の
通
り
「
私
人
」
す
な
わ

ち
私
的
情
報
源
か
ら
で
は
、
積
極

型
は
４
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
先
生
か
ら
初
め
て
知
っ

た
者
の
中
で
は
開
％
と
半
数
を
上

ま
わ
っ
て
い
る
。
冷
淡
型
も
私
的

情
報
源
が
高
率
で
あ
る
が
、
不
明

型
で
は
両
者
の
差
は
な
い
。

こ
こ
で
も
、
学
校
で
の
解
放
教

積
極
型
の
車

Ｉ 
〆

１２３ 

同和夢j〔盲の量

４ 
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（図７）
目
、
知
識
項
目
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
質
問
④
と
⑥
の
ク
ロ
ス
）

部
落
問
題
の
現
在
の
感
想
と
知
識
項
目
と
の
関
係
を
調
べ
る
た

め
、
図
６
の
通
り
、
部
落
の
起
源
の
正
し
さ
と
知
識
項
目
の
関
係
を

調
べ
た
時
と
同
様
に
、
表
２
の
中
か
ら
回
、
破
戒
、
㈲
、
橋
の
な
い

図６）

り
好
ま
し
い
。
こ
の
知
識
項
曰

く

積
極
型
の
率

間
の
差
は
、
教
材
の
も
つ
性
格
に
よ
る
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
よ
り
も
教
材
を
教
え
る
教
師
集
団
の
熱
意
や
気
迫
が
大
き

く
作
用
し
て
い
ろ
と
思
わ
れ
ろ
。
む
し
ろ
そ
の
教
材
を
教
え
る
教
師

集
団
の
情
熱
と
決
意
の
差
が
こ
こ
に
表
わ
れ
て
い
ろ
。

花
。

０
 

■
 

iijULiijiiiM 
－１ＮT~Ｔ~￣R雨Tr~T￣~RST｢~Ｔ－－ＴＳＴｒ]

ＡＢ 

ｏ水平社
ＡＢＡＢＡＢ 

＠破戒⑤橋の刺１１．解放令

図
７
の
通
り
同
情
型
の
初
期

犬
印
象
を
も
っ
て
い
る
生
徒
の
中

暁
邑
で
は
、
積
極
型
は
閉
％
と
高
率

柵櫛正肺舵Ⅲ糊楜鮒工肋卵湖趾
脚伽徒の問では弘％で、無関心
輔
雛
型
で
は
別
％
し
か
な
い
。

ｌ
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
と
臺
数
を

て
占
め
る
類
型
は
、

飾
鮠
同
情
型
↓
積
極
型

》綿鰍》馴繊麗鯏
Ｉ
型
も
変
わ
っ
て
い
ろ
と
い
う
こ

て
と
は
、
初
期
に
お
け
る
印
象
を

》》棚鮴鮒腓聰唯噸醗棚飢榊川
棚賊ていろ。
的
生

情
た

向
い

川
、
何
、
解
放
令
、
回
、
全
国

水
平
社
を
と
り
だ
す
こ
と
に
す

る
。
Ａ
は
知
ら
な
い
者
の
全
体

で
あ
り
、
Ｂ
は
知
っ
て
い
る
者

の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

橋
の
な
い
川
を
、
知
ら
な
い

者
（
Ａ
）
の
問
で
は
、
積
極
型

の
率
は
⑲
％
で
あ
り
、
Ｂ
（
知

っ
て
い
る
者
）
の
中
で
は
、
Ⅲ

％
と
差
異
は
な
い
。
他
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
９
％
１
週
％
の

差
異
が
あ
り
、
Ｂ
（
知
っ
て
い

る
者
）
の
「
感
想
」
の
方
が
よ

㈱
、
初
期
印
象
と
の
相
関
（
質
問
③
と
④
の
ク
ロ
ス
）

(表７）
の
考
え
方
と
を
混
同
し
て
い
る
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
危
険
性
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
限
界
を
感
じ
な
が
ら
も
調
べ
て

み
る
。

べ
て
み
ろ
。

表
８
の
回
答
番
号
の
３
（
教
科
第
一
）
と
４
（
一
切
不
要
）
を
合

わ
せ
て
、
「
不
要
」
と
い
う
類
型
を
つ
く
る
。
不
要
型
の
全
体
に
占

め
る
割
合
は
妬
％
で
あ
る
。

図
８
で
用
い
て
い
る
同
和
教
育
の
量
の
番
号
は
、
質
問
⑧
の
回
答

の
番
号
で
あ
る
。

(表８）

い
、
同
和
教
育
量
と
学
校
へ
の
要
望
と
の
関
係
（
質
問
⑧
と
⑪
の
ク

ロ
ス
）

そ
の
他
の
ク
ロ
ス
集
計
に
つ
い
て

％ ％｜型答質 回問
質問’回 答 ％ 

型
一
必

賎
1.気の毒だと思った

2.ショックをうけた

3.腹が立った

③ 

その時あなた

はどう思いま

したか

⑪肛輸静胚夘蝉稠、燃職勤吟調

1.もっと理論的にくわ

しく学びたい

4２ 3５ ■
丁

2.部落問題以外の人権

問題にも力を入れて

欲しい

4.こわいところだと思った

６
’
９
｜
蛸

5.自分には関係ないと思った

6.しかたがないと思った

3.教科の学習に力をい

れて欲しい
7.よくわからなかった

初
め
て
、
被
差
別
地
区

の
こ
と
を
知
っ
た
時
に
受

け
た
印
象
に
つ
い
て
調
べ

た
も
の
が
表
７
で
あ
る
。

考
察
の
都
合
上
、
回
答
を

同
情
型
・
忌
避
型
・
無
関

心
型
・
そ
の
他
に
分
類
し

こ
の
初
期
印
象
と
の
現
在

考
え
方
と
の
相
関
性
を
調

べ
た
。

初
期
印
象
の
類
型
分
け

と
現
在
の
考
え
方
や
感
想

の
類
型
分
け
と
で
は
、
似

た
よ
う
な
類
型
一
が
あ
り

（
回
答
項
目
に
つ
い
て
も

然
り
）
、
生
徒
の
中
に

は
、
当
時
の
印
象
と
現
在

4.いっさいやって欲し

くない
|諾

同
同
和
教
育
を

や
り
す
ぎ
る
か

ら
、
生
徒
は
同

和
教
育
が
い
や

に
な
る
の
だ
と

の
意
見
が
一
部

に
あ
る
が
、
そ

れ
は
本
当
に
生

徒
の
意
見
を
反

映
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
調
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そ
れ
ぞ
れ
ｎ
％
ｌ
別
％
上
昇
し
、
Ｂ
（
知
っ
て
い
る
者
）
の
方
が
積

極
的
な
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
（
ｂ
）
橋
の
な
い
川
で
は
、
有
意

差
は
み
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
で
は
、
各
学
校
現
場
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
々
に
協

力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
深
謝
し
、
本
報
告
を
終
る
。
（
文
責
関
友
行
）

（
注
）
①
、
こ
の
意
識
調
査
の
調
査
票
の
様
式
は
、
’
九
七
九
年
に
大
阪
市

が
市
民
（
成
人
）
対
象
に
実
施
し
た
「
大
阪
市
民
の
同
社
問
題
に
関
す
る

意
識
調
査
」
を
ベ
ー
ス
に
、
大
阪
府
下
の
公
立
高
校
、
私
立
高
校
で
実
施

さ
れ
て
い
る
同
種
の
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
参
考
に
し
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
度
調
査
票
と
八
一
年
、
八
二
年
度
分
に
は

一
部
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

②
、
一
部
に
「
人
間
の
感
性
を
数
量
化
で
き
る
の
か
」
な
ど
の
疑
問
も
あ
る

が
、
数
量
化
の
精
度
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、
か
な
り
の
程

度
実
態
が
明
ら
か
に
で
き
客
観
化
で
き
る
の
も
又
、
周
知
の
事
実
で
あ

る
。
試
算
の
段
階
で
は
学
力
の
高
い
生
徒
群
と
そ
う
で
な
い
生
徒
群
と
の

間
、
あ
る
い
は
同
和
教
育
の
活
発
な
市
の
生
徒
群
と
そ
う
で
な
い
生
徒
群

と
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
偏
差
が
あ
る
し
、
学
校
に
よ
っ
て
調
査

参
加
学
級
数
が
異
な
る
の
で
、
単
な
る
平
均
で
は
全
体
を
代
表
す
る
数
値

に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
調
査
参
加
校
の
分
布
が
全
体
に
対
し
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
（
普
通
科
校
が
全
学
区
に
及
び
い
わ
ゆ
る
学
校
格
差

毎
の
校
数
対
応
が
よ
く
、
職
業
科
校
が
全
職
種
に
及
び
全
・
定
・
隔
定
の

校
数
対
応
が
よ
い
）
の
で
学
校
毎
に
一
旦
百
分
率
化
し
て
標
本
数
比
重
を

） 

一
々
「
泥
仏
ｑ
Ｕ
７
Ｌ
属
し
后
』

剛
％
朝
如
勿

不
要
型
の
率

習
っ
た
」
場
合
と

ｒ
Ｌ
 

３
の
「
｜
力
月
に
一
回
ぐ
ら
い
」
で
は
、
約
妬
％
、
４
の
「
週
一
回

か
そ
れ
以
上
」
の
場
合
で
は
肥
％
に
ま
で
減
っ
て
い
ろ
。

こ
の
こ
と
は
、
生
徒
が
同
和
教
育
に
対
し
て
必
要
と
感
じ
る
か
木

８
ろ
，

０
 

０
 

(表９） こ
の
図
８
を
見
る
と
、
不
要
型
は
、
１
の
「
ぜ
ん
ぜ
ん
習
わ
な
か

質問 回 答 ％ 

⑫
蛇
汕
脇
肱
枇
梛
卿
噛
刎
弘
峨
壯
臨
効
邦
倣

1.別の土地へ行くなど ５ 

する。

部落出身者でないこ２ 2１ 

とをわかってもらう。

3.差別がいけないこと
なのだから、差別を
なくす方に旨を入れ
る。

3０ 

っ
た
」
場
合
に
も

４
 

つ
と
も
多
く
て
師

％
を
占
め
て
い

３
己
一
三の

ろ
。
以
下
、
同
和

２
－
［
 

教
教
育
の
量
に
反
比

１
和

例
し
て
、
２
の

同

「
年
に
３
１
５
回

4.わからない。 3２ 

要
と
感
じ
る
か

は
、
同
和
教
育

を
実
践
す
る
教

師
と
教
師
集
団

の
姿
勢
に
よ
る

と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

㈹
、
知
識
項
目
と
「
差
別
に
直
面
し
た
時
の
態
度
」
と
の
相
関
（
質

問
⑥
と
⑫
の
ク
ロ
ス
）

こ
こ
で
は
、
前
述
と
知
識
項
目
と
自
分
が
部
落
の
人
思
わ
れ
た
時

に
と
る
態
度
と
の
相
関
を
調
べ
た
。

ま
ず
、
差
別
に
直
面
し
た
時
の
態
度
（
質
問
⑫
）
の
回
答
は
表
９

の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
知
識
項
目
（
質
問
⑧
）
と
の
相
関
関
係

(表10）均
等
に
し
た
も
の
の
平
均
値
は
、
学
力
の
偏
差
に
関
す
る
標
準
性
が
あ
る

と
仮
定
で
き
る
。
一
方
調
査
生
徒
の
住
所
が
府
下
全
市
町
に
亘
っ
て
い
る

の
で
住
所
ブ
ロ
ッ
ク
別
百
分
率
の
平
均
値
は
地
域
偏
差
に
関
す
る
標
準
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
そ
の
両
者
を
算
出
し
比
較
し
た
所
、
各
項
目

の
％
値
に
対
し
て
７
％
の
範
囲
で
一
致
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
ク
ロ
ス
チ
ニ

ッ
ク
に
よ
り
、
前
記
の
標
準
性
の
仮
定
は
実
証
で
き
た
と
考
え
て
よ
い
。

そ
こ
で
こ
れ
を
全
府
高
標
準
値
と
し
た
。

③
、
高
校
生
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、
各
高
校
現
場
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
や
ら
れ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
高
校
に
共
通
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
と
い
う
や
り
方
は
あ
ま
り
類
が
な
い
。
最
近
で
は
、

滋
賀
県
や
三
重
県
の
高
校
で
意
識
調
査
の
試
み
が
あ
る
が
（
「
同
和
教
育

運
動
」
第
ｎ
．
加
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
、
い
ず
れ
も
各
質
問
項
目
の

単
純
集
計
に
も
と
づ
く
分
析
、
批
評
に
と
ど
ま
り
、
十
分
な
科
学
的
根
拠

に
も
と
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

④
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ク
ロ
ス
集
計
を
行
う
際

に
、
或
る
一
つ
の
質
問
に
つ
い
て
同
一
の
回
答
を
し
た
者
の
数
が
少
な
い

項
目
の
処
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
誤
差
が
大
き
く
て
不

正
確
に
な
し
捨
て
る
と
、
そ
の
項
目
を
回
答
し
た
者
の
意
思
を
無
視
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
内
容
の
近
似
す
る
項
目
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

ま
と
め
て
考
え
、
例
え
ば
、
「
近
所
の
人
」
と
回
答
し
た
者
が
少
な
い
場

合
は
、
「
近
所
の
人
」
「
友
人
」
「
父
」
「
母
」
「
そ
の
他
の
家
族
」
を

ひ
と
つ
に
く
く
っ
て
、
「
私
的
情
報
源
」
あ
る
い
は
「
私
人
」
と
し
た
。

b繍な̄
 

ＡｌＢ Ｌ 
ｃ解放令|ｄ水平社ａ肢戒

ＡｌＢＩＡｌＢ ＡｌＢ 

昭
一
犯
一
蛸

閉
一
弘
一
艶

４
｜
羽
一
似
一
皿

■
●
。
●
●
０
●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
０
９
●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
●

５
｜
弱
一
羽
一
銘

1.別の土地に行く

思
わ
れ
た
ら

６１３ ４ｉ７ 

定 ２７ｉ２１ 2.否 ２５ｉ２１ 

故3.解 3１１４５ 2５１４５ 

4.わからない 3９１３１ 3８１２７ 

目
（
質
問
⑥
）
と
の
相
関
関
係

を
求
め
た
の
が
表
皿
で
あ
る
。

表
Ⅲ
で
気
に
な
る
こ
と
は
、

何
破
戒
と
「
別
の
土
地
に
の

い
く
」
と
関
係
で
あ
る
。
質
問

に
対
し
て
、
別
の
土
地
に
行
く

と
答
え
た
者
の
割
り
合
い
が
Ａ

（
知
ら
な
い
者
）
の
中
で
は
４

％
、
Ｂ
（
知
っ
て
い
る
者
）
の

間
で
は
７
％
と
微
か
だ
が
増
え

て
い
ろ
。
「
破
戒
」
と
い
う
文

学
作
品
の
も
つ
性
格
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

「
解
放
」
と
の
関
係
で
「
Ｂ

と
Ａ
の
差
」
を
考
え
ろ
と
、

（
ａ
）
破
戒
、
（
ｃ
）
解
放
令
、

（
ｄ
）
水
平
社
に
つ
い
て
は
、



７１高校生の意識実態と解放教育の課題 7０ 

高校生部落問題意識調査の年次比較
府立高校１年
生の意識調査

年
市府立高校１年’1979

篝鳳欝欝奮1襄茎
Ｎｄｌ質問項目 回 答

篝80菫|篝81鍋82菫 質問項目 回 答Nbし 意
査

右のことがらや人’１．破戒 2１１２６１２３ 
｢部落｣とか「同和

地区」とかの名で

よばれ、差別され

ている地区がある

ことを、あなたが

初めて知ったのは

いつごろですか。

小学校入学前

小学校低学年

小学校高学年

中学時代

中学卒業後

いつだかおぼえていない

まだよく知らない

２ 

１５ 

４２ 

２３ 

１ 

１２ 

４ 

４ 

}3２ 
２
，
蛆
Ⅲ
１
７
２

１ ●
●
●
●
●
．
●
●
 

『
０
０
《
《
皿
〃
】
’
（
江
⑪
》
・
幻
一
一
（
民
、
》
（
帛
叩
》
一
〉
〃
。

物について、あら

ましを知っている

ものがあったら、

回答らんの番号を

○でかこみなさ

い。

橋のない川

渋染一摸

解放令

全国水平社

西光万吉

松本治一郎

同対審答申

狭山事件

地名総鑑

０
０
４
０
３
１
２
９
４
 

１
３
４
４
 

３
１
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

２
３
４
５
６
７
ｏ
ｏ
９
ｎ
 

、
笏
誕
釦
３

９
銘
４
塊
３
１
４
２
８
５
１
 

Ⅳ
妬
飽
１
１
３

１
 

１ 

２
２
８
 

２
１
 

６ 

３
７
３
 

４
１
 

初めてその事を知

ったのは、だれ（

何）からですか。

父

母

その他の家族

近所の人

友人

先生

テレビ

本

府や市の広報紙

だれからともなく

２
５
１
０
６
４
４
７
０
７
 

５
 

１
 

２
５
１
０
５
７
３
８
０
６
 

５
 

１
 

９
６
４
９
８
３
 

２
１
 

１
１
Ｉ
Ｉ
Ｊ
 

、
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 

『
’
‐
《
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

４
７
２
１
９
５
５
９
２
８
 

５
 

|霧撤簔
|中学時代の３年間

平均してどれくら

い習いましたか。

ぜんぜん習わなかった

年に３～５回習った

１ケ月に１回ぐらい

４週に１回ぐらい

週に何回もあった

2０ 

４６ 

１６ 

１３ 

３ 

●
●
●
●
●
 

『
０
０
－
《
叩
〃
》
〈
王
へ
）
△
列
一
一
戸
兵
里
）

、
灯
巧
巧
３

２ ７ 

４１つｌ４ｆ

気の毒だと思った

ショックをうけた

腹が立った

こわいところだと思った

自分には関係ないと思った

しかたがないと思った

よくわからなかった

６
５
１
８
６
３
３
 

２
１
 

４
 

●
●
●
●
●
●
●
 

『
ロ
ー
｛
（
亜
グ
ー
へ
『
）
ム
ハ
ー
《
一
民
、
）
（
一
■
皿
）
庁
〃
。

その時あなたはど

う思いましたか。

６
７
７
６
０
３
９
 

３
１
 

２
 

７
６
３
５
７
２
如

２
１
 

３ 
裏ｊ鴎２゛二磐不Ｌ

もの刀きう

９１号〃(） 夫山等Hｑ

自分には関係ないことだと思う

気の毒だがしかたがないと思う

何とかしなければと思う

よく学習して将来はこの問題に
とりくみたい

まだよくわからない

その他

５
９
６
３
 

４
 

今ではどう思って

いますか。

●
●
●
●
 

『
０
０
《
（
叩
〃
】
（
〉
『
〉
・
句
一
一

４
８
蝿
３
９
７
２
 

ヨ．フＥＥ日朝鮮人問題

４ ８－１玉1暉人縄

3１ 

６ 

●
●
 

Ｏ
《
』
Ｕ

、Ｉ２６

１．みんなのいやがる仕事をさせら
れていた人達が集って住むよう
になった

２．封建時代に幕府や藩が民衆を支
配するつごうで作った

３．昔、外国からわが国へやって来
た人達の子孫によってできた

４．昔の戦争で負けて逃げのびた人
達が集って住むようになった

５．宗教的な考えにもとづく

６．その他

2４ 部落ができた理由

については、さま

ざまな説がありま

すが、あなたが正

しいと思うもの、

または近いと思う

ものを右の中から

１つえらびなさい

2０ 1５ 

銘
８
０
９
 

２
１
 

５
７
７
４
 

５
 ヨ分にはあ室り摩

“
７
４
４
 

5７ 

５ 1６ 

４ 句一一F￣

１ 

（５） 

３ 

（１） 






